
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

科
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
は
利
用

で
き
た
の
で
す
が
、
仕
送
り
が
な

く
、
生
活
費
は
バ
イ
ト
。 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
バ
イ
ト
の
収

入
が
減
っ
て
、
１
日
１
食
な
ど
大
変

な
状
況
に
・
・
・
。 

ま
と
も
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ず
に
、
精
神
的
に
ま
い
っ
て
し
ま

い
、
引
き
こ
も
り
状
態
に
・
・
・
。 

授
業
に
出
ら
れ
ず
に
、
給
付
奨
学

金
な
ど
の
成
績
要
件
を
通
過
で
き

ず
、「
廃
止
」「
警
告
」
の
危
機
。 

 

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う 

文
科
省
が
通
知 

 

学
生
さ
ん
を
追
い
込
ま
な
い
で

ほ
し
い
と
文
部
科
学
省
に
要
請
し

ま
し
た
。 

文
部
科
学
省
は
、
今
年
１
月
２
２

日
付
の
事
務
連
絡 

（

https://www.mext.go.jp/

content/20210122-mxt_gakush

i01-000006193_01.pdf

）
で
、
新

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
追
い
つ
め
ら

れ
る
学
生
さ
ん
の
こ
と
で
文
部
科

学
省
に
要
請
し
ま
し
た
。 

世
界
有
数
に
高
い
大
学
の
学
費

の
も
と
で
、
み
ん
な
の
声
で
作
ら
せ

た
修
学
支
援
新
制
度
（
左
画
像
。
文 

豊
田
市
内
で
１
１
日
、
重
税
反
対

全
国
統
一
行
動
の
集
会
が
あ
り
、
連

帯
あ
い
さ
つ
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
下
写
真
） 

日
頃
は
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
運
動
で
共
同
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
事
業
は

中
小
の
事
業
者
に
は
使
い
に
く
い

の
で
改
善
が
必
要
、
イ
ギ
リ
ス
は
付

加
価
値
税
（
日
本
の
消
費
税
）
減
税

期
間
を
延
長
し
て
大
企
業
へ
の
増

税
方
針
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
消

費
税
減
税
を
実
現
す
る
政
権
交
代

を
、
と
お
話
し
し
ま
し
た
。 

新
日
本
婦
人
の
会
、
年
金
者
組
合

か
ら
も
連
帯
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。 

（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

 

型
コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受
け
た
学
生

さ
ん
へ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。 

「
や
む
を
え
な
い
事
由
が
あ
る

場
合
」
と
認
定
し
て
、
多
く
の
苦
し

む
学
生
が
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
。 

慣
れ
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
学
生
さ
ん
も
い
ま
す
。 

せ
め
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
は

成
績
要
件
は
無
く
し
て
ほ
し
い
で

す
。 修

学
支
援
新
制
度
は 

https://www.mext.go.jp/ky

ufu/ 

（
も
と
む
ら
伸
子
Ｈ
Ｐ
よ
り
） 

 

 

 

 

もとむら伸子衆院議員 

新たなアベ政治を許さない 

次回の３日行動は 

４月３日（土） 

午後１時から３０分間 

豊田市駅前デッキ上で 

主催は豊田革新懇 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共
産
党
市
議
団
・
根
本
み
は
る
市
議

自
民
ク
ラ
ブ
・
２
８
人

市
民
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
国
民
民
主

党

）
１
０
人

公
明
党
市
議
団
・
４
人

無
所
属
・
中
島
市
議

無
所
属
・
岡
田
市
議

手話言語の理解促進に寄与し、相互理解の促進・意思疎通の円滑化のための条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ソーシャル・インパクト・ボンドと「企業版ふるさと納税」を活用する介護予防事業の基金条例。
福祉分野の市場化・効率化が加速する点で反対。

× 〇 〇 〇 〇 〇

保育事業の保育従事者は資格がなくても研修を修了すればよいとし、基準を緩和した保育制度の
問題が残されている条例改正

× 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険税条例の一部を改正する条例・・税率の引き上げによる、国保税の値上げ × 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険条例の一部を改正する条例・・介護保険料の値上げで、さらなる負担が増える。 × 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度豊田市一般会計補正予算・・・小中学校のトイレ洋式化は早急に完了すべきである一
方、企業版ふるさと納税で寄附金の活用を広げる点、博物館建設を優先する点

× 〇 〇 〇 〇 〇

化学物質による事故の場合にも、広く条例で対応し、環境保全に必要な条例改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和3年度一般会計予算・・新型コロナ対策として、感染の封じ込めに向け、無症状者の発見・保
護と同時に、体制の拡充、大規模な検査へ舵を切るべき。また、原発関係の交付金を毎年、受け
取るが危険な交付金である点で反対。

× 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計予算・・・値上げが続く保険税は、払える金額に下げるべき × 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険事業特別会計予算・・・認定調査は、民間委託に拡大し続ける点と合わせ、介護保険料
の値上げを含む点で反対。

× 〇 〇 〇 〇 〇

後期高齢者医療特別会計・・・値上がった保険料は2年間続き、今後、医療費の窓口負担の2倍
化で高齢者に対する負担増の影響がある点は問題

× 〇 〇 〇 〇 〇

豊田まちづくり（株）に４８億円もの巨額の貸付けの経緯があり、松坂屋撤退に伴い、さらに税金投
入をする議案。出資については市民不在で決めている問題点と、再開発事業のあり方を根本的に
検討すべき

× 〇 〇 〇 〇 〇

 

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

法
人
市
民
税
の
法
人
税
割
の
一 

部
国
税
化
の
影
響
で
、
法
人
税
率
が

６
・
０
％
に
引
き
下
げ
さ
れ
て
い
ま

す
。
引
き
下
げ
前
の
税
率
９
・
７
％

で
計
算
す
る
と
、
法
人
市
民
税
額
は

お
よ
そ
１
１
６
億
円
で
、
令
和
３
年

度
は
４
０
億
円
の
減
の
影
響
と
な

り
、
ま
た
、
標
準
税
率
を
超
え
て
課

税
を
す
る
権
限
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
た
標
準

税
率
を
超
過
す
る
制
限
税
率
８
・

４
％
で
計
算
を
し
た
場
合
、
１
０
２

億
円
と
な
る
こ
と
が
答
弁
か
ら
分

か
り
ま
し
た
。 

 

  

子
育
て
家
庭
の
中
に
は
、
子
ど
も 

の
虫
歯
が
多
く
、
治
療
が
必
要
な
場

合
で
も
、
歯
医
者
に
行
け
な
い
、
と

い
っ
た
事
例
か
ら
、
全
国
的
に
、
貧

困
に
よ
る
「
健
康
格
差
」
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
の
歯
の
状
態
か
ら
見
え 

る
「
健
康
格
差
」
と
い
う
視
点
か
ら 

①
歯
科
検
診
で
医
療
機
関
で
の

受
診
が
必
要
な
児
童
生
徒
へ

の
検
診
結
果
の
通
知
の
対
象

人
数
と
通
知
方
法
を
聞
く
。 

 

 

 

全
国
で
、
子
育
て
家
庭
の
中
に 

は
、
子
ど
も
の
虫
歯
の
治
療
が
必
要

な
場
合
で
も
、
歯
医
者
に
行
け
な

い
、
と
い
っ
た
事
例
か
ら
、
貧
困
に

よ
る
「
健
康
格
差
」
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

子
ど
も
の
歯
の
状
態
で
は
、
歯
科 

検
診
で
医
療
機
関
で
の
受
診
が
必

要
な
児
童
生
徒
へ
の
検
診
結
果
の

通
知
は
、
６
，
７
５
３
人
で
、
検
診

後
の
受
診
状
況
の
把
握
が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

     

介
護
保
険
料
の
改
定
で
は
、
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
、
基
準
額

と
所
得
段
階
が
示
さ
れ
て
お
り
、
所 

得
段
階
は
、
所
得
の
高
い
第
１
０
段

階
と
１
１
段
階
で
、
所
得
段
階
を
細

か
く
分
け
て
２
段
階
増
や
し
、
１
３

段
階
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
保
険
料
基
準
額
は
、
６

２
，
４
０
０
円
か
ら
６
６
，
０
０
０

円
へ
と
３
，
６
０
０
円
の
値
上
げ
と

な
り
、
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
の
事

態
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
す
。 

介
護
認
定
調
査
委
託 

令
和
３
年
度
の
認
定
調
査
の
見

込
み
件
数
は
、
全
体
の
う
ち
、
市
内

在
住
者
で
約
１
３
，
５
０
０
件
の
見

込
み
で
、
す
べ
て
民
間
委
託
す
る
予

定
と
の
こ
と
。 

認
定
調
査
は
市
が
行
う
主
要
な

業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
を
理

由
に
民
間
委
託
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。 

  

 ３月定例市議会では、市長からの５４件の議案と１件の同意案件に対し、日本共

産党市議団・根本市議は、このうち１３議案に反対、同意案件に同意、他の４１ 

議案（約７６％）には賛成しました。主な議案についての各会派の賛否（〇×）は

以下の表のとおりです。 

http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R020306B24/76204/10/1/1/%96%40%90%6C%8E%73%96%AF%90%C5/0#hit1
http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R020306B24/76848/10/1/1/%96%40%90%6C%8E%73%96%AF%90%C5/0#hit1

